
水銀整流器とは

比較できないく

らいの利点であ

り，地上で使用

する場合も，遠

隔操作による無

人変電所を容易

に可能とする 。

シリコン繋流素

子の性能は，定

格動作逆電圧波

高値 (製作者が

許容する電圧を

波高値で表わし

た値)と，平均

順電流 (製作者

が許容する半波

の電流を 1 サイ

クルにわたって 写)'( -2 機関 ' I ， m./ リ コ γ繋流祷例

平均した値)で呼称するのが普通である。現:(E，国鉄の交流電

気車の主回路用として最も多用しているものは， 1,200 V , 280 

Aのものである。製作者においては， 2, OOOV , 400A 級のもの

の製作も，既に行なわれている。これらシリ コン教流素子の大

きさは，ケース外形で約 40世 X40 くらいの小さなもめである。

写真ーl はシリコ ン務流素子で，分解写真左端の白い薄円板が繋

流片である。写真ー2 は交流機関車用シリコン終流掠の一例であ

る。ー」シ リコ γ~lïJ御幣流素子。 Ui'P浩二)

しりょうかんり 資料管理(国鉄の) [資料管理の意義

と重要性〕 近来，各企業において資料管理の重要性が論議され，

また実際の活動も活発に行なわれている。資料管理の優劣が，

企業の，な思決定の俊劣を決定する と までいわれている。

資料管理とは， 一般に'白・公庁・企業その他のあらゆる機11I.Jが ，

そのId å'~に沿うよ うに，有効な資料を効果的かっ経済的に収集，

教理，保管して，利用者の必要とする資料をタイミングよく従

供できるようにすることである。

資料に裏づけされない総合調幣あるいは企画は，通常L 、たず

らに対立する意見の妥協に終わっ たり，現実から遊離したもの

になりかねない。企業を計山的，能不的に巡~'・するためには，

資料に多く依存しなければならない。

最近では，学f{~Jの進歩，技術 l干新，産業経済の発展に伴っ て，

企業内外を問わず，処!(象も 及ばない数の論文，記事，翻.択，解

説記札記録が，単行者として，雑誌記事として，あるいはま

たパンフ レット， リーフレットその他あらゆる印刷物として生

まれている。 また企業活動は， YE業 ・ 政治 . KIf.済 ・ 労働・社会 ・

教育~の首1戚にわた っ て広<""Ii!liし，これら関連鎖減の資料も，

その盆が膨大なものに 1: っている。

いうまでもなく，企業が時代の進展にごして繁栄して行くた

めには，常に調1'1:，研究をな っ てはならず，しかもこの調:l't，

研究に当たっ ては， _jニ述の企業内外の資料を十分駆使しうるこ

とが必要である。そしてこのような膨大な資料を能率的，経済

的に十分利用し，役だてるためには，なんらかの手がかりが必

要であり，この手がかりのための方法，手段として，資料管理

の重要性がnliえ られるのである。

したがって資料管理の目的とは，このような企業における調

査，研究をはじめ，その他の業務活動のために必要な資料傑索

の '')Í' から，調子r研究者や業務担当者を解放し，その本来の業務

しりょうかん

に，十分，時間を活用せしめ，ひいては迅速，的確な経営意思

決定に役だたせようとすることである。

〔資料管理の機能と組織〕

資料管理は，企業内の各部門や各人に集まってくる資料の実

情を，なんらかの手段，方法によってその全ぼうをはあくし，

企業内のだれでもが，必要なときにたやすく利用できるように

することが理想であるが，それによって，不要な重複資料が整

理され，有用資料が充足され，企業全体として資料の有効利用

が可能となれば，企業内の各部門でばらばらに重複して行なわ

れがちな資料業務は，企業全体として改善合理化され，調査，

研究，その他業務部門における資料の処理に起因する時間と人

手と経費が，大綱に節約されることになる。

最近，各種の民間企業で設置をみつつある資料センター(企

業内の資料管理の中心組織)とし、うのは，要するに調査， 研究

等の能率化， 合理化を企図したもので，資料の集中管理分散保

管方式といったやり方のものが多い。

この場合の資料の集中管理分散保管方式とし、うのは，資料セ

ンターに資料そのものを全日1\集結するとし、うのではなく，資料

センターで各部門に共通のものや基本的なものを整備しておく。

各部門では， その保管する資料名を資料センターに通知し，資

料センタ ーは，この通知に2志づいてカード化などの資料の分類

雄理を行なうことに より， 全社的な資料の実態をはあくしうる

ようにしておくことである 。

この資料セ ンターによる集中管理分散保管方式の採用により，

一般に次のことが可能とな っ てい る 。

(1) 資料は，組織的，体系的に間断な くJ.I，;められる。

(2) 入手したあらゆる資料が，分類整理され生かされる。属

人的資料に底地性をもたせる 。

(3) 資料は，安全に保管される。

(~ ) 欲しい資料は，すぐ取り出せるか，その所在がすぐわか

る。ない資料は，すぐ取り 寄せられる。また依頼により資料の

編成も行なわれる。

(5) 知りたし 、こと ，わからないことは調べてもらえる 。

(6) 調査，研究その他の業務の重復のムダ(時間と労力)がな

くなる。

(7) 資料保管見ベー スのムダがなくなる。

(8) 資料に|刻する企業1λlの知識倍養のためにもカになる。

〔資料管理と本 電子計算機〕

最近では，電子計算機の発述により，資料管理といえば，電

子計算機を忽!起するほど， �'[ f計算機による資料管理の領域は

広がりつつあるが， しかし，現状では電子計算機にすべての期

待をかけることは困難である。電子計算機による資料管理が必

ずしも万能でないことが， ア メリカのよ号に電子計算機が発達

した凶てーもいわれており， 企業で必要 と する資料のうち，電子

計算機にかけられるのは，全体のt程度だと発表されている。
したがって ， 電子計算機の対象とならない資料，しかもその中

には重要な資料が多く存在するので，これら資料の有効適切な

管鹿が必要である。 ちなみに，電子計算機による資料管理は，

凶鉄本社においては事務管理統計部がこれを行なっている。

〔凶鉄における資料管理の現状と今後の方向〕

凶鉄でも，現在，本社・地方機関を問わず各部門において，

ïìíjJñの電子計算機による資料管理はもちろんのこと，資料管埋

( フ ァイリングシステム，マイクロフィルミ Y グ等は，その 1 科

目であ る。)は， 大なり小なり，いろいろな形で行なわれている

が， いまだ全体的， 有機[的内な f符T目狩1?G理という í(耐耐(1川11 て

今後の謂諜1E題d となつて Lい、る。
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